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村議ひぐちの

　
「
か
わ
ら
版
３９
号
」で

土
木
工
事
の
入
札
結
果

を
ご
報
告
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
山
中
湖
村
の

入
札
制
度
に
つ
い
て
概

説
い
た
し
ま
す
。

●
山
中
湖
村
は
、全
て「
指

名
競
争
入
札
制
度
」で
す
。

ま
ず
、
事
業
の
設
計
と

積
算
に
よ
り
、
そ
の
工

事
の
「
予
定
価
格
」
が

決
定
し
ま
す
。

●
次
に
、「
入
札
参
加
者
」

を
誰
に
す
る
か
「
指
名

業
者
選
考
委
員
会
」
を

開
き
ま
す
。こ
の
メ
ン
バ

ー
は
、副
村
長
、総
務
住

民
統
括
、経
済
企
画
統
括
、同
次
長
、会
計
課
長

（
兼
次
長
）の
６
人
で
あ
り
、副
村
長
が
委
員
長

を
勤
め
ま
す
。
手
順
は
、事
務
方
が
予
め
「
指
名

願
い
」
を
提
出
し
て
い
る
業
者
の
中
か
ら
、選
考

し
た
予
定
業
者
名
が
発
表
さ
れ
、そ
れ
を
承
認

す
る
と
い
う
流
れ
の
よ
う
で
す
。
選
考
基
準
は
工

事
規
模
に
よ
り
、過
去
の
実
績
、県
が
発
表
し
て

い
る
事
業
者
の
ラ
ン
ク
付
け
な
ど
を
参
考
に
し

ま
す（
４
〜
５
社
）。

●
次
に
、選
考
さ
れ
た
業
者
に
「
選
考
通
知
」
を

発
し
、バ
ラ
バ
ラ
の
日
時
を
指
定
し
て
設
計
図
書

を
渡
し
ま
す（
今
ま
で
は
指
名
業
者
を
一
同
に

集
め「
現
場
説
明
会
」
を
行
な
っ
て
い
た
）。
ま
た
、

工
事
の
予
定
価
格
は
予
め
公
表
し
て
お
き
ま
す
。

●
い
よ
い
よ
入
札
日
に
な
る
と
、総
務
課
長
、財

務
担
当
者
等
が
立
ち
会
い
、各
業
者
は
入
札
価

格
を
記
入
し
た
封
筒
を
入
札
箱
に
入
れ
、担
当

者
が
そ
れ
を
開
封
し
、予
定
価
格
内
で
一
番
安
い

金
額
を
記
入
し
た
業
者
を
落
札
者（
契
約
予
定

社
）と
し
ま
す（
５
、０
０
０
万
円
以
上
は
議
会

の
議
決
後
契
約
）。

●
請
負
価
格
が
５
、０
０
０
万
円
以
上
の
工
事

は
、議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
が
、そ
れ
以
下
の

事
業
契
約
に
つ
い
て
議
会
に
報
告
は
あ
り
ま
せ

ん
。
樋
口
は
、広
報
に
発
表
さ
れ
た
入
札
結
果
に

基
づ
き
、情
報
公
開
制
度
を
活
用
し
て
入
札
内

容
を
入
手
し
て
い
ま
す
。

●
落
札
率（
％
）と
は
、落
札
価
格
÷
予
定
価
格

の
こ
と
で
、
90
％
以
上
は
談
合
の
疑
い
が
あ
り
、

95
％
以
上
は
「
極
め
て
疑
わ
し
い
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す（
ほ
と
ん
ど
95
％
以
上
）。

●
予
定
価
格
が
予
め
公
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、落

札
率
は
下
が
っ
て
当
然
で
す
が
、ナ
ゼ
か
一
向
に

下
が
り
ま
せ
ん
！
？

●
入
札
を
適
正
に
行
な
い
、落
札
率
を
下
げ
税

金
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
は
、指
名
競
争
入

札
で
は
な
く
一
般
競
争
入
札
制
度
を
導
入
す
べ

き
で
す
。（
県
内
市
町
村
の
６
割
が
導
入
）

 　選挙による「あっち派」「こっち派」の争い

は、行政や議会は勿論、日常の生活にまで深

く根を張っています。

　本来個人的にはなんのわだかまりも無いのに、

「あっち派」「こっち派」の目を気にし、「あっち

派と思われるから」とギスギスした関係が、時と

してあからさまに現れています。また、各種の行

事や村からの仕事関係にも、少なからずその

影響が見え隠れします。

　６０００名の村民みんなが伸び伸びと暮らし、

仲良く力を合わせて協力できる雰囲気をつくれ

たら、どんなにいいでしょう。

役
場
の
　
　
と
住
民
の

財
布

財
布

  

時
々
、「
山
中
湖
村
は
裕
福
な
村
だ
っ
て
ネ
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
山
中
湖
村
、忍
野
村
、昭

和
町
の
３
町
村
は
、国
か
ら
の
交
付
金（
財
源
補

填
）を
受
け
な
い｢

不
交
付
団
体
」
だ
か
ら
の
よ

う
で
す
。

　
で
も
私
た
ち
大
多
数
の
住
民
に
は
、ど
う
し

て
も
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
。 

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　
実
は
、こ
こ
で
い
う
「
山
中
湖
村
」
と
い
う
の
は
、

村
の
政
治
機
関
で
あ
る『
役
場
』の
こ
と
で
、『
村

役
場
の
財
布
が
豊
か
だ
』と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い
の
は
、役

場
の
財
布
は
豊
か
で
も
、住
民
の
財
布
は
必
ず

し
も
豊
か
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

　
役
場
の
財
布
に
は
、住
民
や
企
業
か
ら
各
種

税
金
、土
地
・
建
物
所
有
者
か
ら
固
定
資
産
税
、

そ
れ
に
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
が
入
っ
て
き
ま

す
。
し
か
も
、納
税
の
義
務
に
よ
り
毎
年
自
動
的

に
入
っ
て
き
ま
す
。

  

山
中
湖
村
の
財
布
が
豊
か
な
の
は
、業
績
が

好
調
な
F
社
か
ら
の
法
人
税
収
等
が
多
い
か
ら

で
す
。

　
し
か
し
、こ
こ
に
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。一

つ
は
、
F
社
は
好
調
で
も
住
民
全
体
の
財
布
が
豊

か
で
は
な
い
こ
と
、二
つ
目
は
、豊
か
と
い
わ
れ
る

『
中
身
』の
行
方
で
す
。

　
こ
の
財
布
の
管
理

者
は
村
長
で
あ
り
、

村
長
に
は
、こ
の
資
金

を
使
っ
て
「
村
に
住
む

み
ん
な
が
、豊
か
で
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
村
づ

く
り
」
を
行
な
う
責

任
が
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
で
す
か
ら
、「
何

に
使
う
か
？
」「
ど

の
よ
う
に
使
う
か
？
」

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
施
策
、そ
れ
に
ル
ー
ル
が
最
も

大
切
で
す
。

  

と
こ
ろ
が
、今
ま
で
の
大
型
公
共
事
業
に
よ
る

お
金
の
流
れ
を
振
り
返
る
と
、住
民
か
ら
の
税

金
や
国
か
ら
の
補
助
金
が
村
の
財
布
に
入
り
、

村
外
の
土
木

建
設
会
社
に

代
金
と
し
て

支
払
わ
れ
ま
す
。

　
村
内
土
建

会
社
が
請
負

っ
た
場
合
で
も
、

そ
の
会
社
の

借
金
返
済
な

ど
で
金
融
機

関
へ
と
吸
収

さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

  

こ
の
よ
う
に
、

莫
大
な
お
金

は
役
場
の
財

布
を
一
時
通

過
し
、
住
民

の
財
布
に
入

る
こ
と
な
く
、

村
外
に
出
て

い
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
　

結
局
、
村
内

に
残
っ
た
の
は
、

生
コ
ン
の
塊

と
施
設
の
維

持
管
理
費
の

負
担
だ
っ
た

の
で
す
。
結
局
、

だ
れ
も
豊
か

に
は
な
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。

   

こ
れ
が
、豊
か
な
「
村
の
財
布
」
と
、豊
か
に
な

ら
な
い「
住
民
の
財
布
」の
行
政
的
カ
ラ
ク
リ
で
す
。

　
樋
口
は
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、住
民
を
豊
か
に

し
村
内
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、村

内
循
環
型
の
資
金
運
用
と
、観
光

一
本
槍
で
は
な
く
、多
角
的
で
複
合

的
な
産
業
構
造
と
生
活
環
境
を

作
り
出
す
こ
と
が
、何
よ
り
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
左
の
表
に
、近
隣
市
町
村
の
財

布
の
中
身
と
使
い
方
を
、村
民
一
人

当
た
り
に
換
算
し
て
比
較
し
て
み

ま
し
た
。
深
刻
さ
が
具
体
的
に
見

え
る
は
ず
で
す
。い
か
が
お
考
え
で

す
か
？

入札はどのように
行われるのか？

活力を削ぐ「あっち派」
「こっち派」の迷走

　　　１２月定例議会の予定
　　　　１３日（木）朝１０時からです。

この定例議会では、「平成１８年度決算」が審査されます。

詳しくは、議会事務局または樋口までお問い合わせください。

議会事務局=62ー3166

●役場の財布を一人当たりに換算すれば（円）

　財布の項目� 　　山中湖村�　忍野村　　富士河口湖町　富士吉田市
住民の納税額�　　486,600  　　424,800  　　147,600  　　117,300 
補助金や交付金�　　111,300  　　　43,200  　　　43,200 　　 　28,800 
基金から取崩額　　　16,700  　　　4,000  　　　30,600  　　　19,400 
新たに借りた額�　　　22,200  　　　3,500  　　125,000  　　　22,600 
　　総　額　　　　794,700  　　581,700  　　524,400  　　354,800 
  　　　　　　＊納税額＝（所得税＋法人税＋固定資産税）÷人口�

●支出した額を一人当たりに換算すれば（円）
支出した項目� 　山中湖村� 忍野村�　 富士河口湖町　富士吉田市
　商工費に� 　　54,600  　　　8,400 　　　42,400 　　　4,700 
　土木費に� 　　201,900  　　72,500 　　　86,600 　　　60,800 
　教育費に� 　　68,900 　　80,500 　　　98,900　　　51,500 
　借金返済に�　　72,700 　　37,900 　　　37,900　　　36,600 
特別会計の補填に　　147,700  　　36,800 　　　46,700　　　38,100 
　貯金に� 　　　2,000 　　98,600 　　　14,900　　　21,200 
支出の総額� 　　676,800  　 545,900  　　508,500　　　343,500 
全会計の借金総額　1,563,000　　531,000　　　876,000　　 764,000
  　　　　＊特別会計＝上・下水道、国保、老人保、介護保、観光施設などの会計

《資料=総務省、財政統計研究所など（平成１７年度分）》

。


